
仏
教
で
は
、
思
想
界
に
お
け
る
論
議
の
対
象
で
あ
っ
た
種
々
の

課
題
に
対
し
て
、
無
記
（
四
目
勵
冨
菌
）
の
立
場
を
取
る
。
世
界
は

常
住
か
無
常
か
と
い
っ
た
問
題
に
対
し
て
、
仏
陀
は
そ
れ
ら
に
答

え
る
こ
と
は
無
益
で
あ
る
と
し
て
、
肯
定
も
否
定
も
せ
ず
、
解
答

し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
無
記
説
に
つ
い
て
は
、
『
マ
ー
ル

ン
キ
ャ
小
経
』
（
冒
弓
，
Ｚ
。
．
ｓ
ｓ
言
ミ
ミ
量
ご
ａ
‐
②
ミ
言
）
の
毒
矢
の

瞼
え
を
初
め
と
し
て
、
・
ハ
ー
リ
仏
典
中
に
散
見
さ
れ
る
。

ま
た
、
無
記
説
で
問
わ
れ
る
課
題
に
は
様
々
な
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
が
存
在
す
る
が
、
最
も
一
般
的
な
も
の
が
以
下
に
示
し
た
十

無
記
で
あ
る
。

１
世
界
は
常
住
で
あ
る
か

２
世
界
は
無
常
で
あ
る
か

３
世
界
は
有
限
で
あ
る
か

無

記

説
と
外
教
思
想

４
世
界
は
無
限
で
あ
る
か

５
霊
魂
は
身
体
と
同
一
で
あ
る
か

６
霊
魂
と
身
体
は
異
な
る
か

①

７
菌
昏
品
煙
冨
は
死
後
存
在
す
る
か

８
冨
昏
尉
煙
苗
は
死
後
存
在
し
な
い
か

９
３
昏
尉
凹
菌
は
死
後
存
在
し
、
ま
た
存
在
し
な
い
か

、
菌
昏
尉
ｐ
国
は
死
後
存
在
す
る
こ
と
も
な
く
、
存
在
し
な

い
こ
と
も
な
い
か

以
上
の
四
類
十
問
の
う
ち
、
世
界
の
常
住
・
無
常
、
世
界
の
有
限

・
無
限
、
霊
魂
と
身
体
の
同
一
・
別
異
を
問
う
も
の
が
各
々
背
反

の
命
題
で
あ
り
、
最
後
の
菌
昏
樹
鼻
色
の
死
後
の
存
在
に
関
す

る
問
い
は
、
い
わ
ゆ
る
四
句
分
別
の
形
に
な
っ
て
い
る
。

さ
て
、
無
記
に
言
及
す
る
問
答
の
一
例
を
『
ポ
ヅ
タ
・
〈
－
ダ
経
』

Ｓ
ｚ
．
ｚ
ｏ
と
、
昌
言
菖
暑
‐
の
ミ
ミ
）
に
求
め
る
な
ら
ば
、
仏
陀
は
十

種
の
課
題
に
つ
い
て
、

茨
田

通

俊
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「
ポ
ッ
タ
。
ハ
ー
グ
よ
、
実
に
こ
れ
は
、
利
益
を
伴
わ
（
沙
ヰ
ｇ
‐

”
閏
目
津
鋤
）
ず
、
法
を
伴
わ
（
号
閨
目
目
‐
閻
昌
§
）
ず
、
根
本

梵
行
（
旦
房
国
言
目
３
国
菌
冨
）
で
は
な
く
、
厭
離
（
口
舌
冒
急
）
、

離
寅
（
く
菌
鳴
）
、
滅
尽
（
巨
胃
○
号
“
）
、
寂
静
（
君
儲
凹
冒
騨
）
、
証

智
（
騨
冒
薗
目
）
、
正
覚
（
ぬ
閏
号
○
目
秒
）
、
浬
藥
（
昌
弓
目
騨
）
に

導
か
な
い
。
そ
れ
故
に
、
そ
れ
を
私
は
無
記
（
い
ぐ
鼠
冨
国
）
と

②

す
る
」

と
し
て
、
替
わ
り
に
四
聖
諦
を
説
い
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
原

始
仏
典
中
の
無
記
が
説
か
れ
る
箇
所
で
は
、
一
定
の
見
解
へ
の
固

執
を
回
避
す
る
と
共
に
、
四
聖
諦
の
よ
う
な
根
本
思
想
や
仏
教
の

基
本
的
な
立
場
が
示
さ
れ
る
場
合
が
多
い
。

さ
ら
に
、
無
記
説
に
関
す
る
場
面
に
は
、
仏
陀
自
身
が
諸
比
丘

に
説
く
場
合
へ
仏
弟
子
が
仏
陀
に
質
問
す
る
場
合
等
様
々
な
状
況

が
あ
り
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
質
問
者
や
解
答
者
、
説
者
を
整
理
す

る
必
要
が
あ
る
。
た
だ
、
無
記
説
が
説
か
れ
る
場
面
の
多
く
に
、

③

遊
行
者
（
隠
周
号
園
意
冨
）
が
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
は
見
逃
せ
な
い
。

そ
し
て
、
諸
課
題
の
質
問
者
と
し
て
の
遊
行
者
は
例
外
な
く
外
道

の
遊
行
者
で
あ
り
、
各
種
課
題
が
仏
弟
子
や
仏
陀
自
身
の
言
葉
に

よ
っ
て
語
ら
れ
る
場
合
も
、
そ
れ
が
文
脈
上
明
ら
か
に
外
道
の
主

張
に
帰
せ
ら
れ
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
。
よ
っ
て
無
記
説
で
問
わ

れ
る
諸
課
題
は
、
外
道
の
主
張
を
包
括
し
た
も
の
と
も
言
え
よ
う
。

と
こ
ろ
で
、
仏
陀
は
無
記
説
に
よ
っ
て
、
ひ
と
つ
の
立
場
に
固

執
し
た
外
道
の
思
想
を
言
わ
ば
超
越
し
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
仏

陀
の
無
記
説
と
同
じ
よ
う
に
、
絶
対
論
の
立
場
を
回
避
し
た
思
想

が
外
教
の
主
張
の
中
に
も
見
ら
れ
る
。
本
論
で
は
、
無
記
を
標
傍

す
る
仏
教
が
、
類
似
し
た
立
場
に
あ
る
外
教
思
想
に
い
か
に
対
処

し
、
ま
た
そ
れ
ら
と
自
説
と
の
相
違
を
い
か
に
図
っ
た
か
と
い
う

こ
と
に
注
目
し
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
問
題
と
さ
れ
な
か
っ
た
観
点

④

か
ら
も
検
討
を
加
え
て
み
た
い
と
思
う
。

ロ
侭
言
‐
ミ
訂
冒
第
二
経
の
『
沙
門
果
経
』
（
曽
蒼
昌
冒
暮
昌
画
‐

豊
曾
）
に
お
い
て
、
仏
教
が
興
っ
た
当
時
の
代
表
的
な
思
想
家
で

あ
る
六
師
外
道
の
説
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
の
一
人
に
サ

ン
ジ
ャ
ヤ
・
ヴ
ェ
ー
ラ
ッ
テ
ィ
プ
ヅ
．
タ
命
目
窟
昌
妙
国
①
］
鼻
菩
ｇ
巨
洋
四
）

が
い
る
。
仏
教
側
の
資
料
に
見
ら
れ
る
以
上
、
そ
の
思
想
は
多
分

に
歪
曲
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
が
、
六
師
独
自
の
文
献

は
現
在
伝
わ
っ
て
い
な
い
た
め
、
今
は
『
沙
門
果
経
』
の
記
述
に

従
っ
て
考
察
を
進
め
る
こ
と
に
し
た
い
。

さ
て
、
サ
ン
ジ
ャ
ヤ
の
思
想
内
容
で
あ
る
が
、
以
下
に
示
す
よ

う
に
、
他
世
（
恩
Ｈ
。
］
○
百
）
、
化
生
の
有
情
（
切
目
国
・
冨
凰
酋
圃
）
、

善
悪
業
の
異
熟
果
（
の
巨
冨
富
‐
目
鳫
騨
圃
目
日
置
日
日
目
Ｐ
日
嘗
巴
四
目

二
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ぐ
ぢ
際
。
）
、
曾
讐
凋
四
菌
の
死
後
の
存
在
の
有
無
と
い
っ
た
課
題
に

対
し
て
、
執
勘
に
確
答
を
避
け
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
．
〈
Ｉ

リ
『
沙
門
果
経
』
に
お
け
る
サ
ン
ジ
ャ
ャ
の
所
説
は
、
次
の
よ
う

な
も
の
で
あ
る
。

「
も
し
あ
な
た
が
『
他
世
は
含
胃
。
ざ
宮
）
存
在
す
る
か
』

と
間
う
て
。
、
も
し
私
が
『
他
世
は
存
在
す
る
』
と
考
え
た
な

ら
、
『
他
世
は
存
在
す
る
』
と
あ
な
た
に
答
え
る
だ
ろ
う
が
、

私
は
こ
の
よ
う
に
も
考
え
な
い
。
そ
の
通
り
に
も
考
え
な
い
。

異
な
る
と
も
考
え
な
い
。
そ
う
で
な
い
と
も
考
え
な
い
。
そ

う
で
な
く
は
な
い
と
も
考
え
な
い
。
も
し
あ
な
た
が
『
他
世

は
存
在
し
な
い
か
』
と
．
…
．
．
『
他
世
は
存
在
し
、
ま
た
存
在

し
な
い
か
』
…
。
：
「
他
世
は
存
在
す
る
こ
と
も
な
く
、
存
在

⑤

し
な
い
こ
と
も
な
い
か
』
。
．
．
…
」

こ
の
後
化
生
の
有
情
、
善
悪
業
の
異
熟
果
、
菌
昏
樹
Ｐ
苗
の
死
後

の
存
在
に
つ
い
て
も
同
様
の
論
が
展
開
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
真
理

を
正
し
く
認
識
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
と
し
て
、
判
断
を
中

止
す
る
立
場
で
あ
る
。

こ
の
サ
ン
ジ
ャ
ャ
の
説
に
つ
い
て
少
し
整
理
し
て
考
え
て
み
る

な
ら
ば
、
他
世
以
下
の
四
つ
の
事
柄
に
つ
い
て
、
「
存
在
す
る
か
」
、

「
存
在
し
な
い
か
」
、
「
存
在
し
、
ま
た
存
在
し
な
い
か
」
、
「
存
在

す
る
こ
と
も
な
く
、
存
在
し
な
い
こ
と
も
な
い
か
」
と
い
っ
た
、

い
わ
ゆ
る
四
句
分
別
に
よ
る
質
問
が
対
応
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら

れ
る
。
こ
の
四
類
十
六
問
に
対
し
て
サ
ン
ジ
ャ
ャ
は
、
「
こ
の
よ

う
に
も
考
え
な
い
」
、
「
そ
の
通
り
に
も
考
え
な
い
」
、
「
異
な
る
と

も
考
え
な
い
」
、
「
そ
う
で
な
い
と
も
考
え
な
い
」
、
「
そ
う
で
な
く

は
な
い
と
も
考
え
な
い
」
と
、
五
通
り
の
答
弁
を
行
う
も
の
の
、

確
か
な
解
答
を
下
す
こ
と
は
な
い
。
こ
れ
は
、
捉
え
ど
こ
ろ
の
な

い
暖
昧
な
答
弁
を
す
る
こ
と
か
ら
、
：
騨
目
四
国
‐
ぐ
時
厚
①
ｇ
〉
》
（
鰻

⑥

の
よ
う
に
捕
え
難
い
論
）
と
評
さ
れ
て
い
る
。
「
こ
の
よ
う
に
も
考

え
な
い
」
「
そ
の
通
り
に
も
考
え
な
い
」
と
い
う
よ
う
に
、
ど
の

命
題
に
つ
い
て
も
正
し
く
知
り
得
な
い
と
し
て
、
徹
底
し
て
否
定

的
に
疑
っ
て
か
か
る
と
こ
ろ
に
そ
の
特
徴
が
あ
り
、
そ
の
意
味
で

サ
ン
ジ
ャ
ャ
は
懐
疑
論
者
と
言
え
よ
う
。
サ
ン
ジ
ャ
ャ
は
一
面
的

な
判
断
に
固
執
す
る
こ
と
を
避
け
、
一
切
の
判
断
の
中
止
を
唱
え

た
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
サ
ン
ジ
ャ
ャ
の
説
に
つ
い
て
仏
教
の
側
で
は
い
か

に
対
処
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
パ
ー
リ
『
沙
門
果
経
』
で
は
、

ア
ジ
ャ
ー
タ
サ
ッ
ト
ゥ
（
ど
堅
陣
ぃ
沙
茸
ご
》
阿
闇
世
）
の
言
葉
を
借
り

て
、
「
こ
れ
ら
の
沙
門
婆
羅
門
の
う
ち
で
最
も
愚
か
で
最
も
愚
鈍

⑦

な
者
」
と
大
変
辛
辣
に
非
難
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
直

三

24



接
的
な
批
判
以
外
に
、
仏
陀
の
無
記
説
と
の
比
較
の
上
で
案
外
見

過
さ
れ
て
い
る
重
要
な
問
題
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
そ
れ
は
、

サ
ン
ジ
ャ
ヤ
説
と
十
無
記
の
間
で
各
々
取
り
上
げ
ら
れ
る
課
題
に

相
異
が
見
ら
れ
る
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
そ
の
点
に
つ
い
て
、
双

方
の
説
に
現
れ
る
諸
課
題
を
整
理
す
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

既
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
両
者
は
菌
曽
摺
騨
国
の
死
後
の
存

在
の
問
い
の
み
が
共
通
で
、
そ
れ
以
外
は
異
な
る
課
題
を
扱
っ
て

い
る
。
何
故
こ
う
し
た
遠
い
が
生
じ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
も
し
仏

化他善
悪
業
の
異
熟
果

庁
四
庁
ｐ
似
ぬ
四
庁
四

〈
十
無
記
〉

世
界
‐
、

霊
魂
と
身
体

寺
四
汁
け
凶
ぬ
い
芹
色

生
の
有
情

〈
サ
ン
ジ
ャ
ヤ
説
〉

の
死
後
Ｉ

の
死
後
Ｉ
有
、
無
、
有
無
、
非
有
非
無

llll
非有無有
有無
非
血圧

常
住
、
無
常

有
限
、
無
限

同
一
、
別
異

陀
の
無
記
の
立
場
が
明
確
に
サ
ン
ジ
ャ
ャ
の
立
場
と
異
な
る
な
ら
、

サ
ン
ジ
ャ
ャ
説
で
問
わ
れ
る
課
題
に
も
、
世
界
の
常
住
・
無
常
を

初
め
と
し
た
無
記
説
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
課
題
を
そ
の
ま
ま
当
て

は
め
て
よ
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
わ
ざ
わ
ざ
問
わ
れ

る
課
題
を
違
え
た
何
ら
か
の
意
図
が
窺
え
な
い
だ
ろ
う
か
。

サ
ン
ジ
ャ
ャ
説
に
見
ら
れ
る
他
世
、
化
生
の
有
情
、
善
悪
業
の

異
熟
果
の
三
つ
の
課
題
は
、
実
は
ｂ
侭
言
‐
昌
訂
旨
第
二
十
三
経

の
『
パ
ー
ャ
ー
シ
経
』
（
爵
菖
早
堕
員
言
）
で
も
問
題
と
さ
れ
て
い
る
。

も
の
の
価
値
や
存
在
を
一
切
認
め
な
い
断
滅
論
（
断
見
）
を
主
張

す
る
王
族
パ
ー
ャ
ー
シ
（
闘
乱
色
に
対
し
て
、
仏
弟
子
の
ク
マ

ー
ラ
・
カ
ッ
サ
・
〈
（
嗣
冒
日
日
四
‐
富
い
闇
冨
）
が
そ
れ
と
は
逆
に
諸
課

題
を
肯
定
す
る
論
を
主
張
し
、
最
後
に
パ
ー
ャ
ー
シ
を
教
化
す
る

と
い
う
筋
で
あ
る
。
即
ち
ク
マ
ー
ラ
・
カ
ヅ
サ
・
〈
の
主
張
は
、

「
実
に
王
族
よ
、
こ
の
理
由
（
息
島
野
Ｐ
）
に
よ
っ
て
、
汝

は
以
下
の
よ
う
に
信
じ
る
が
よ
い
。
『
他
世
（
冨
壗
巴
。
雷
）
は

あ
る
・
化
生
の
有
情
は
（
ぬ
鼻
函
・
冨
凰
蔦
脚
）
あ
る
。
善
悪
業

の
異
熟
果
は
（
”
巳
畠
窟
‐
旨
嶌
農
習
騨
骨
百
日
目
目
色
目
嘗
巴
騨
昌

⑧

ぐ
ぢ
巳
８
）
あ
る
』
と
」

と
い
う
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
こ
こ
で
は
、
ク
マ
ー
ラ
・
カ
ッ
サ

パ
の
言
葉
を
借
り
て
、
仏
教
は
他
世
、
化
生
の
有
情
、
善
悪
業
の

異
熟
果
の
存
在
を
認
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
無
記
の
立
場
に
あ
り
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（
ぬ
鼻
融
・
屈
凰
は
園
）
あ
る
。
世
間
に
お
い
て
、
正
し
く
到
達

し
、
正
し
く
行
い
、
現
世
と
他
世
を
自
ら
知
り
、
悟
っ
て
、

⑨

〔
他
者
に
〕
説
く
沙
門
婆
羅
門
は
あ
る
」

や
は
り
サ
ン
ジ
ャ
ャ
説
に
現
れ
る
課
題
、
他
世
、
化
生
の
有
情
、

善
悪
業
の
異
熟
果
は
こ
こ
に
も
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
主
張
は
、

徳
や
努
力
を
否
定
す
る
断
滅
論
と
常
に
対
に
な
っ
て
説
か
れ
る
こ

な
が
ら
、
仏
教
が
そ
の
存
在
を
肯
定
し
た
課
題
が
あ
っ
た
こ
と
は

注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
た
、
サ
ン
ジ
ャ
ャ
と
同
じ
六
師
外
道
の
一
人
に
数
え
ら
れ
る

ア
ジ
タ
・
ケ
ー
サ
カ
ン
バ
リ
ン
（
ど
詳
四
属
①
笛
盲
目
ご
己
冒
）
は
、

先
の
パ
ー
ャ
ー
シ
と
同
じ
く
断
滅
論
の
立
場
に
立
つ
思
想
家
で
あ

る
。
彼
は
布
施
（
日
ロ
ｇ
）
以
下
の
十
種
の
課
題
に
つ
い
て
そ
の

意
義
、
存
在
を
否
定
し
て
い
る
が
、
パ
ー
リ
仏
典
中
に
は
、
こ
の

ア
ジ
タ
説
に
等
し
い
主
張
と
対
に
な
っ
て
、
全
く
反
対
に
十
種
の

課
題
に
つ
い
て
そ
の
意
義
、
存
在
を
肯
定
す
る
説
が
、
し
か
も
仏

説
と
し
て
数
多
く
認
め
ら
れ
る
。

「
布
施
（
昌
目
圏
）
は
あ
り
、
供
犠
（
嵐
＃
旨
）
は
あ
り
、
供

ワ
０
１
必
〆

井
閏
〕
凹
己
］
丙
凹
員
〕
口
胃
ｐ
ご
自
己
吊
澤
局
厨
目
】
ぐ
胃
己
四
戸
ｓ

物
（
冒
冨
）
は
あ
る
。
善
悪
業
の
異
熟
果
は
（
の
房
旦
胃
巨
烏
“
‐

（
目
算
閏
）
は
あ
り
、
父
（
且
冨
禺
）
は
あ
る
。
化
生
の
有
情
は

（
葛
Ｐ
目
５
５
）
あ
り
、
他
世
は
守
閏
。
巨
８
）
あ
る
。
母

あ
る
。
現
世
は |供

と
か
ら
、
仏
教
に
お
け
る
倫
理
、
道
徳
に
対
す
る
積
極
的
な
肯
定

姿
勢
が
現
れ
て
い
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
解
脱
を
目
的
と
し
た
修

道
上
で
は
無
記
説
が
唱
え
ら
れ
て
も
、
一
般
的
に
は
、
業
報
輪
廻

の
思
想
が
仏
教
に
お
い
て
も
受
容
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
を
背
景
と

⑩

し
た
世
俗
の
倫
理
の
遵
守
が
説
か
れ
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
『
沙
門
果
経
』
に
描
か
れ
た
六
師
外
道
の
諸
師
の
主

張
は
、
総
じ
て
唯
物
論
的
、
非
道
徳
的
で
あ
る
。
人
間
の
努
力
、

精
進
を
認
め
る
仏
教
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
サ
ン
ジ
ャ
ャ
と
て
例

外
で
は
な
く
、
善
悪
業
の
異
熟
果
等
の
存
在
を
否
定
し
な
い
ま
で

も
肯
定
も
し
な
い
者
と
し
て
、
そ
の
主
張
を
捉
え
よ
う
と
し
た
の

で
は
な
い
だ
ろ
、
フ
か
。

以
上
か
ら
、
十
無
記
と
サ
ン
ジ
ャ
ャ
説
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
課

題
の
内
容
が
異
な
る
背
景
に
は
、
仏
陀
の
無
記
説
と
サ
ン
ジ
ャ
ャ

の
判
断
中
止
思
想
の
両
者
の
類
似
が
原
因
で
生
じ
る
誤
解
を
回
避

す
る
目
的
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
経
典
の
作
者
は
、
善
悪
業

の
異
熟
果
な
ど
仏
教
が
肯
定
す
る
課
題
を
サ
ン
ジ
ャ
ャ
説
に
混
在

さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
～
倫
理
面
に
関
し
た
問
い
に
対
す
る
解
答
ま

で
も
避
け
た
サ
ン
ジ
ャ
ャ
の
立
場
と
仏
陀
の
そ
れ
と
を
明
確
に
区

別
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

な
お
、
唯
一
サ
ン
ジ
ャ
ャ
説
と
十
無
記
の
両
者
に
共
通
し
た
課

題
で
あ
る
冨
昏
侭
四
苗
の
死
後
の
存
在
に
つ
い
て
は
、
原
始
仏
典
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次
に
、
。
ハ
ラ
モ
ン
教
に
対
す
る
非
正
統
派
の
自
由
思
想
と
し
て
、

仏
教
と
共
に
そ
の
主
流
を
占
め
た
ジ
ャ
イ
ナ
教
の
教
説
に
つ
い
て

見
て
み
た
い
。
十
無
記
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
諸
課
題
に
対
し
て
、

ジ
ャ
イ
ナ
教
で
は
ど
の
よ
う
に
処
理
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
点

に
つ
い
て
、
国
旨
言
曾
ミ
ミ
ミ
（
別
名
團
侭
ミ
ミ
）
に
以
下
の
よ

う
に
説
か
れ
て
い
る
。

ま
ず
、
世
界
の
常
住
・
無
常
の
問
題
は
、
次
の
よ
う
に
示
さ
れ

て
い
る
。「
ジ
ャ
マ
ー
リ
（
百
日
目
）
よ
、
世
界
（
医
。
）
は
常
住
（
鼠
困
四
）
で

あ
る
。
〔
世
界
は
過
去
に
〕
決
し
て
存
在
し
な
か
っ
た
こ
と

は
な
い
し
、
〔
現
在
〕
決
し
て
存
在
し
な
い
こ
と
は
な
い
し
、

〔
未
来
に
〕
決
し
て
存
在
し
な
い
で
あ
ろ
う
こ
と
は
な
い
。

〔
世
界
は
過
去
に
〕
存
在
し
た
し
、
ま
た
〔
現
在
〕
存
在
す

る
し
、
ま
た
〔
未
来
に
〕
存
在
す
る
で
あ
ろ
う
。
〔
世
界
は
〕

恒
常
（
急
匡
く
鯉
）
、
永
遠
言
旨
騨
）
、
常
住
（
出
い
ゅ
沙
）
、
不
滅

（
鳥
目
鯉
騨
）
、
不
変
（
煙
く
ぐ
目
）
、
安
住
（
鱒
ぐ
鼻
昔
園
）
、
恒
久

⑪

の
中
で
、
十
無
記
と
は
別
に
単
独
で
問
わ
れ
る
こ
と
も
多
い
こ
と

か
ら
、
世
界
の
常
住
・
無
常
等
の
他
の
課
題
と
は
別
途
に
捉
え
る

べ
き
も
の
と
し
て
扱
い
た
い
。

四

（
己
。
３
）
で
あ
る
。
ジ
ャ
マ
ー
り
よ
、
世
界
は
無
常
（
画
切
計
画
Ｐ
）

で
あ
る
。
〔
世
界
は
〕
下
降
周
期
（
・
の
”
弓
昌
）
を
経
て
上
昇

周
期
（
二
朋
秒
弓
目
）
に
至
り
、
上
昇
周
期
を
経
て
下
降
周
期

⑫

に
至
る
」
（
国
軍
Ｐ
鵠
）

こ
の
よ
う
に
、
世
界
は
常
住
で
あ
る
と
も
無
常
で
あ
る
と
も
言
え

る
と
し
て
お
り
、
そ
こ
に
は
偏
っ
た
見
方
に
陥
ら
ず
、
多
角
的
に

捉
え
よ
う
と
す
る
態
度
が
見
ら
れ
る
。

ま
た
、
世
界
の
有
限
・
無
限
に
関
す
る
問
い
に
も
以
下
の
よ
う

に
答
え
て
い
る
。

「
世
界
（
ざ
餌
）
は
四
種
〔
の
観
点
〕
に
お
い
て
施
設
さ
れ
る
。

そ
れ
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
．
ｌ
‐
実
体
（
８
く
く
餌
）
に

関
し
て
、
空
間
（
唇
の
芹
四
）
に
関
し
て
、
時
間
（
圃
宙
）
に

関
し
て
、
状
態
（
９
国
ぐ
秒
）
に
関
し
て
。
実
体
に
関
し
て
、
世

界
は
唯
一
な
る
も
の
で
あ
り
、
有
限
（
の
”
“
目
騨
）
で
あ
る
。

空
間
に
関
し
て
、
世
界
は
長
さ
爾
乱
：
）
、
幅
（
く
房
唇
騨
日
‐

ｇ
⑳
）
が
百
兆
阿
僧
祇
（
⑳
切
四
日
巨
ａ
言
）
ヨ
ー
ジ
ャ
ナ
（
ぢ
菌
‐

息
）
以
上
あ
り
、
周
囲
（
圃
巳
肉
匡
の
ぐ
四
）
が
百
兆
阿
僧
祇
ヨ

ー
ジ
ャ
ナ
以
上
あ
る
が
、
や
は
り
そ
れ
は
有
限
（
“
目
騨
）
で

あ
る
。
時
間
に
関
し
て
、
世
界
は
〔
過
去
に
〕
決
し
て
存
在

し
な
か
っ
た
こ
と
は
な
い
し
、
〔
現
在
〕
決
し
て
存
在
し
な

い
こ
と
は
な
い
し
、
〔
未
来
に
〕
決
し
て
存
在
し
な
い
で
あ

，ワ
ヨ、



ろ
う
こ
と
は
な
い
。
〔
世
界
は
過
去
に
〕
存
在
し
た
し
、
ま

た
〔
現
在
〕
存
在
す
る
し
、
ま
た
〔
未
来
に
〕
存
在
す
る
で

あ
ろ
う
。
〔
世
界
は
〕
恒
常
（
９
口
ぐ
ゅ
）
、
永
遠
（
巳
息
騨
）
、
常

住
（
出
の
煙
冨
）
、
不
滅
（
騨
罵
冨
騨
）
、
不
変
（
鯉
ぐ
ぐ
：
）
、
安
住

（
鱒
ぐ
鼻
冒
“
）
、
恒
久
（
巳
ｏ
８
）
で
あ
っ
て
、
ま
た
そ
れ
は
有
限

で
は
な
い
。
状
態
に
関
し
て
、
世
界
は
限
り
な
い
色
（
ご
ｇ
ｇ
）

の
変
化
（
彊
言
ぐ
四
）
、
香
（
唱
日
号
秒
）
の
変
化
、
味
（
国
＄
）
の

変
化
、
感
触
（
吾
静
閣
）
の
変
化
を
有
し
、
限
り
な
い
形
状

（
⑳
四
目
冨
箇
）
の
変
化
を
有
し
、
限
り
な
い
軽
重
（
唱
周
巨
冒
旨
‐

冒
冒
）
の
変
化
を
有
し
、
限
り
な
い
無
軽
重
（
臘
胃
ご
巴
四
‐

冒
冨
）
の
変
化
を
有
す
る
の
で
あ
っ
て
、
や
は
り
そ
れ
は
有

限
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
カ
ン
ダ
ャ
（
嗣
冨
目
烏
冒
）
よ
、

実
体
に
関
し
て
世
界
は
有
限
（
の
ｇ
目
四
）
で
あ
り
、
空
間
に

関
し
て
世
界
は
有
限
で
あ
り
、
時
間
に
関
し
て
世
界
は
無
限
⑬

（
§
Ｐ
目
曾
）
で
あ
り
、
状
態
に
関
し
て
世
界
は
無
限
で
あ
る
」

（
ぐ
登
．
や
］
）

こ
こ
で
は
、
一
つ
の
対
象
に
つ
い
て
、
実
体
、
空
間
、
時
間
、
状

態
と
い
う
四
つ
の
観
点
か
ら
相
対
的
に
判
断
し
て
い
る
。
こ
れ
は

昌
庸
の
層
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、
ジ
ャ
イ
ナ
教
独
特
の
考
察
方
法

で
あ
り
、
無
記
説
と
同
じ
よ
う
に
、
様
灸
な
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

⑭

の
存
在
が
知
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
昌
原
①
冨
は
注
釈
文
献

を
中
心
に
見
ら
れ
、
教
義
が
体
系
化
さ
れ
た
後
期
に
発
達
し
た
も

⑮

の
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
ら
に
、
仏
陀
の
十
無
記
の
第
五
、
第
六
の
問
題
で
あ
る
「
霊

魂
は
身
体
と
同
一
で
あ
る
か
、
霊
魂
と
身
体
は
異
な
る
か
」
に
相

当
す
る
問
い
も
、
『
ど
き
§
§
胃
ミ
に
見
出
さ
れ
る
。

「
尊
者
よ
、
身
体
（
圃
怠
）
は
我
（
母
鯉
）
と
〔
同
一
〕
で
あ

る
か
、
身
体
は
〔
我
と
〕
異
な
る
か
」

ヨ
ー
ャ
マ
（
９
通
目
煙
）
よ
、
身
体
は
我
と
〔
同
ロ
で
も

⑯

あ
る
し
、
身
体
は
〔
我
と
〕
異
な
っ
て
も
い
る
」（寺

理
建
．
骨
⑭
ｌ
『
）

⑰

こ
こ
で
も
や
は
り
矛
盾
し
た
概
念
が
同
置
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
十
無
記
の
う
ち
苗
昔
凋
Ｐ
菌
の
死
後
の
存
在
に
関
す

る
四
種
の
問
い
に
相
当
す
る
も
の
と
し
て
は
、
先
の
世
界
の
有
限

・
無
限
を
問
題
と
し
た
箇
所
に
続
く
成
就
者
（
巴
目
冨
）
の
有
限

・
無
限
の
問
題
が
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
こ
で
も
「
実
体
に
関
し
て

成
就
者
は
有
限
で
あ
り
、
空
間
に
関
し
て
成
就
者
は
有
限
で
あ
り
、

時
間
に
関
し
て
成
就
者
は
無
限
で
あ
り
、
状
態
に
関
し
て
成
就
者

⑱

は
無
限
で
あ
る
」
と
あ
る
よ
う
に
、
四
種
の
視
点
を
設
け
て
課
題

に
対
処
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
ジ
ャ
イ
ナ
教
で
は
、
世
界
の
常
住
・
無
常
と
い

っ
た
諸
々
の
課
題
に
対
し
て
、
偏
っ
た
も
の
の
見
方
を
す
る
の
で
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で
は
、
こ
う
し
た
ジ
ャ
イ
ナ
教
の
考
え
方
と
、
仏
教
の
立
場
と

は
い
か
に
異
な
る
の
だ
ろ
う
か
。
ジ
ャ
イ
ナ
教
で
は
相
反
す
る
性

質
の
共
存
が
言
わ
れ
る
わ
け
で
、
こ
れ
は
、
四
句
分
別
に
お
け
る

「
存
在
し
、
ま
た
存
在
し
な
い
」
と
い
う
肯
定
と
否
定
の
両
概
念

は
な
く
、
相
対
主
義
の
立
場
か
ら
判
断
を
下
し
て
い
る
。
こ
う
し

た
考
え
方
が
後
に
発
展
し
、
遇
旦
鼠
目
と
し
て
、
ジ
ャ
イ
ナ
教

の
主
要
な
論
理
体
系
を
構
築
す
る
に
至
る
。

サ
ン
ジ
ャ
ャ
が
真
実
の
把
握
は
不
可
能
で
あ
る
と
し
て
、
あ
ら

ゆ
る
命
題
に
一
貫
し
て
否
定
的
対
応
（
あ
あ
で
も
な
い
、
こ
う
で

も
な
い
と
否
定
し
続
け
る
）
を
示
し
た
の
に
対
し
、
ジ
ャ
イ
ナ
教

で
は
、
様
々
な
観
点
か
ら
事
物
を
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
対
立
す

る
ど
の
命
題
に
お
い
て
も
真
実
の
可
能
性
を
考
え
て
い
る
の
で
あ

る
（
先
の
引
用
例
で
言
え
ば
、
世
界
の
有
限
・
無
限
と
い
う
対
立

す
る
命
題
に
お
い
て
、
空
間
と
い
う
観
点
で
み
れ
ば
、
世
界
は
有

限
で
あ
る
と
い
う
命
題
は
正
し
い
し
、
時
間
と
い
う
観
点
で
み
れ

ば
、
世
界
は
無
限
で
あ
る
と
い
う
命
題
は
正
し
い
）
。
即
ち
ジ
ャ

イ
ナ
教
で
は
、
矛
盾
し
た
概
念
の
共
存
（
世
界
は
有
限
で
あ
る
と

も
言
え
る
し
、
無
限
で
あ
る
と
も
言
え
る
）
を
認
め
て
い
る
と
言

⑲

》
え
よ
湯
フ
。

五

を
同
置
し
た
三
つ
目
の
命
題
に
相
当
す
る
と
考
え
ら
れ
な
く
は
な

い
。
た
だ
し
、
先
の
十
無
記
に
お
い
て
世
界
の
常
住
・
無
常
、
有

限
・
無
限
等
を
問
題
と
す
る
際
に
、
パ
ー
リ
文
献
に
は
対
立
す
る

命
題
（
「
世
界
は
常
住
で
あ
る
」
と
「
世
界
は
無
常
で
あ
る
」
等
）
が

あ
る
の
み
で
、
肯
定
、
否
定
の
矛
盾
概
念
が
同
置
す
る
命
題
（
「
世
⑳

界
は
常
住
で
あ
り
、
ま
た
無
常
で
あ
る
」
等
）
は
見
ら
れ
な
い
。

こ
こ
で
注
目
す
べ
き
資
料
と
し
て
、
昌
冒
ｓ
に
お
け
る
象
と

盲
目
の
人
の
職
え
を
取
り
上
げ
た
い
。
そ
れ
は
、
サ
ー
ヴ
ァ
ッ
テ

ィ
ー
（
閏
ぐ
“
諌
言
）
の
王
が
、
生
ま
れ
な
が
ら
の
盲
目
の
人
々
に
、

各
々
象
の
身
体
の
異
な
っ
た
部
分
に
触
ら
せ
た
結
果
、
象
の
鼻
に

触
っ
た
人
は
象
を
鋤
の
柄
の
よ
う
な
も
の
だ
と
言
い
、
象
の
脚
に

触
っ
た
人
は
象
を
柱
の
よ
う
な
も
の
だ
と
言
い
、
ま
た
、
象
の
尾

の
先
に
触
っ
た
人
は
象
を
箒
の
よ
う
な
も
の
だ
と
い
う
具
合
に
、

彼
ら
は
、
互
い
に
自
ら
の
意
見
を
主
張
し
て
言
い
争
う
と
い
う
内

容
で
あ
る
。
こ
の
比
嚥
は
、
十
無
記
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
諸
課
題

に
対
し
て
、
外
道
た
ち
が
自
説
を
譲
ら
ず
に
論
争
し
て
い
る
様
子

を
職
え
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
出
典
の
最
後
に
あ
る
偶
頌
に
は
、

「
あ
る
沙
門
婆
羅
門
た
ち
は
、
実
に
こ
れ
ら
〔
の
見
解
〕
に

執
着
す
る
。
一
部
分
だ
け
を
知
る
者
た
ち
は
異
論
に
こ
だ
わ

⑳

り
、
そ
れ
に
つ
い
て
論
争
す
る
」
（
ミ
．
？
ｅ

と
記
さ
れ
て
い
る
。
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こ
の
象
と
盲
目
の
人
の
職
え
は
、
ジ
ャ
イ
ナ
教
の
多
面
的
な
観

⑳

察
法
を
想
起
さ
せ
よ
う
。
ジ
ャ
イ
ナ
教
の
判
断
形
式
に
よ
れ
ば
、

彼
ら
盲
目
の
人
々
の
解
釈
は
決
し
て
象
全
体
を
正
確
に
捉
え
た
わ

け
で
は
な
い
が
、
部
分
的
に
は
誤
り
で
は
な
い
し
、
象
の
実
態
を

正
し
く
表
現
し
て
い
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
（
つ
ま
り
、
象
を

鼻
と
い
う
観
点
で
捉
え
れ
ば
、
鋤
の
柄
の
よ
う
に
長
い
と
い
う
の

は
正
し
い
判
断
で
あ
ろ
う
し
、
象
を
脚
と
い
う
観
点
で
捉
え
れ
ば
、

柱
の
よ
う
に
太
い
と
い
う
の
は
正
し
い
判
断
で
あ
ろ
う
）
。
即
ち

ジ
ャ
イ
ナ
教
の
立
場
で
は
、
こ
こ
で
言
う
盲
目
の
人
の
各
々
の
主

張
を
真
理
を
体
現
し
た
も
の
と
し
て
は
認
め
な
い
が
、
個
別
に
は

一
応
の
承
認
を
み
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

こ
の
象
と
盲
人
の
比
職
は
、
バ
ラ
モ
ン
教
で
広
く
用
い
ら
れ
た

他
、
実
に
ジ
ャ
イ
ナ
教
の
文
献
に
も
色
目
冒
盟
冒
昌
凹
冨
と
し

⑳

て
現
れ
る
。
響
員
ご
目
含
量
ｓ
ミ
魯
菖
で
は
、
こ
の
比
噛
を
ｓ
冒
急

と
同
様
ひ
と
つ
の
立
場
に
拘
泥
す
る
も
の
の
嶮
え
と
し
て
批
判
的

に
論
じ
る
が
、
そ
の
上
で
あ
ら
ゆ
る
存
在
は
喝
目
ぐ
乱
四
に
よ
っ

⑳

て
の
み
捉
え
ら
れ
る
と
す
る
。
望
目
く
目
Ｐ
は
、
先
の
相
対
的
な

判
断
形
式
を
踏
襲
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
こ
に
ジ
ャ
イ
ナ
教
独
自

の
立
場
が
示
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
に
対
し
て
、
昌
冒
ｓ
で
の
仏
教
の
立
場
は
、
象
の
身
体

の
一
部
を
捉
え
て
も
象
全
体
即
ち
物
事
の
真
実
を
捉
え
た
こ
と
に

も
の
の
一
面
性
、
絶
対
性
を
否
定
す
る
と
い
う
立
場
に
お
い
て

仏
教
の
無
記
説
と
、
サ
ン
ジ
ャ
ャ
の
懐
疑
論
、
ジ
ャ
イ
ナ
教
の
相

対
論
に
は
相
通
ず
る
も
の
が
あ
る
。
同
じ
沙
門
の
宗
教
の
中
で
も

似
通
っ
た
主
張
を
な
す
サ
ン
ジ
ャ
ャ
の
思
想
や
ジ
ャ
イ
ナ
教
に
対

し
、
文
献
上
で
仏
教
側
が
彼
ら
と
の
立
場
の
相
違
を
意
図
し
た
可

能
性
に
つ
い
て
考
察
を
試
み
た
。
最
後
に
、
三
者
の
間
に
お
け
る

思
想
的
な
関
連
を
思
わ
せ
る
資
料
に
つ
い
て
論
及
し
て
お
き
た
い

↑
と
田
心
瑳
フ
Ｏ

ジ
ャ
イ
ナ
教
の
古
層
聖
典
と
さ
れ
る
房
ご
富
“
ミ
ミ
ミ
（
「
聖
仙

唾

の
言
葉
』
）
で
は
、
四
十
五
の
所
説
を
挙
げ
て
い
る
。
こ
の
目
‐

は
な
ら
な
い
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
盲
目
の
人
々
の
主
張
は
こ
と

ご
と
く
退
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
種
々
の
概
念
の
共
存
を

説
く
ジ
ャ
イ
ナ
教
と
は
、
明
ら
か
に
一
線
を
画
し
て
い
る
。
絶
対

的
な
立
場
を
否
定
す
る
仏
教
は
、
こ
こ
で
相
対
主
義
と
も
異
な
り
、

あ
ら
ゆ
る
主
張
を
超
越
す
る
立
場
を
採
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
象
と
盲
人
の
比
職
に
よ
っ
て
語
ら
れ
る
仏
教
と
ジ
ャ
イ
ナ

教
の
両
者
の
主
張
は
、
互
い
に
共
通
し
た
基
盤
を
持
ち
な
が
ら
も
、

無
記
と
相
対
論
（
遇
目
ぐ
目
秒
）
と
い
う
明
確
な
立
場
の
相
違
を
示
す

結
果
と
な
っ
て
い
る
。

｛
〈
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冨
冒
ご
ミ
ミ
の
中
に
は
、
ジ
ャ
イ
ナ
教
以
外
の
宗
教
の
思
想
家
に

帰
せ
ら
れ
る
主
張
も
い
く
つ
か
存
在
す
る
。
そ
の
中
で
も
仏
陀
の

高
弟
サ
ー
リ
プ
ッ
タ
（
削
営
君
茸
騨
）
と
マ
ハ
ー
カ
ッ
サ
パ
（
言
四
目
‐

園
の
鱒
ぐ
ゅ
）
の
所
説
と
さ
れ
る
主
張
に
、
以
下
の
よ
う
な
平
行
句
が

見
ら
れ
る
。

守
園
ぐ
鼻
。
）
、
輪
廻
の
中
に
あ
る
一
切
の
身
体
を
有
す
る
者

（
号
巨
）
の
常
住
（
日
。
８
）
と
無
常
（
騨
昌
ｏ
８
）
を
知
る
べ
き
で

⑳
紫
の
ス
》
」
（
門
の
《
守
署
．
や
Ｉ
い
い
）

こ
れ
ら
と
、
同
じ
房
さ
ぎ
の
曾
目
量
に
伝
わ
る
サ
ン
ジ
ャ
ヤ
（
留
日
‐

⑳

お
ゅ
）
説
の
記
述
を
比
べ
る
と
、
両
者
の
類
似
は
明
瞭
で
あ
る
。

「
実
に
友
よ
、
秘
か
に
悪
業
を
（
目
ぐ
目
邑
畠
昌
目
四
日
）
犯
し
た
者

い
て
、
ま
た
時
間
（
冨
冨
）
に
お
い
て
、
ま
た
あ
ら
ゆ
る
状
態

（
ｇ
曽
四
）
に
お
い
て
、
あ
ら
ゆ
る
方
法
で
（
３
ぐ
ぐ
且
冒
）
、
あ

ら
ゆ
る
特
相
を
有
す
る
命
あ
る
者
（
冒
唱
Ｉ
弓
鱒
）
の
あ
り
方

⑳

（
ｇ
ｇ
Ｐ
ｇ
）
を
明
ら
か
に
知
る
べ
き
で
あ
る
」（

門
の
‐
《
守
書
。
四
ｍ
ｌ
い
い
）

３
８
）
、
時
間
に
関
し
て
（
園
目
。
）
、
ま
た
状
態
に
関
し
て

時
間
に
関
し
て

は
、
実
体
に
関
し
て
（
烏
ぐ
ぐ
四
○
）
、
空
間
に
関
し
て
（
匡
扁
芹
座
。
）
、

「
実
体
（
号
ぐ
ぐ
鱗
）
に
お
い
て
、
ま
た
空
間
（
唇
の
耳
騨
）
に
お

「
実
体
に
関
し
て
（
§
ぐ
ぐ
算
。
）
、
ま
た
空
間
に
関
し
て
（
匡
鼻
‐

（
冨
旨
。
）
、
状
態
に
関
し
て
（
冒
身
四
○
）
、
行 ’

為
に
関
し
て
（
５
９
日
四
○
）
、
努
力
に
関
し
て
（
四
言
い
く
沙
の
ご
Ｐ
。
）
、

⑳

正
し
く
、
隠
す
こ
と
な
く
、
如
実
に
熟
考
す
琴
へ
き
で
あ
る
」

（
憎
の
《
守
署
。
い
④
）

ま
た
、
マ
ハ
ー
ヴ
ィ
ー
ラ
も
含
め
た
ジ
ャ
イ
ナ
教
に
伝
わ
る
二

十
四
人
の
祖
師
の
う
ち
第
二
十
三
番
目
に
位
置
し
、
そ
の
実
在
も

ほ
ぼ
確
実
と
さ
れ
る
。
〈
－
サ
（
固
の
四
）
の
思
想
に
も
よ
く
似
た
箇

所
が
見
ら
れ
る
。

「
〔
「
世
界
（
ざ
沙
）
は
い
く
つ
あ
る
か
」
の
問
い
に
対
し
て
〕

（
圃
医
。
）
世
界
、
状
態
よ
り
見
た
（
ｇ
習
煙
。
）
世
界
で
あ
る
」

（
門
、
《
守
吾
。
四
房
）

以
上
の
よ
う
に
、
房
さ
言
い
ミ
ミ
言
に
見
ら
れ
る
サ
ン
ジ
ャ
ヤ
と

仏
教
、
ジ
ャ
イ
ナ
教
の
各
師
の
思
想
は
、
少
な
く
と
も
実
体
、
空

間
、
時
間
、
状
態
に
関
す
る
多
面
的
な
観
察
法
が
各
々
に
共
通
し

て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
実
は
近
年
の
研
究
で
、
房
さ
言
鼠
‐

冒
曽
の
記
述
に
は
ジ
ャ
イ
ナ
的
色
彩
が
濃
厚
で
あ
る
こ
と
が
指

⑪

摘
さ
れ
て
い
る
。
む
ろ
ん
こ
こ
に
見
ら
れ
る
四
種
の
視
点
を
設
け

て
相
対
的
に
判
断
す
る
方
法
は
、
先
述
し
た
罰
旨
言
曹
ミ
一
ｓ
誉

に
お
け
る
判
断
形
式
と
同
じ
も
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
描
か
れ
て
い

る
の
は
紛
れ
も
な
く
ジ
ャ
イ
ナ
教
の
思
想
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
こ

世
界
、
空
間
よ
り
見
た
（
臣
の
＃
餌
ｏ
）
世
界
、
時
間
よ
り
見

Ｉ
ｉ
ｉ
‐
‐
⑳

四
種
の
世
界
が
述
尋
へ
ら
れ
る
。
実
体
よ
り
見
た
（
８
ぐ
ぐ
鼻
。
）

空
間
よ
り
見
た
（
臣
の
＃
煙
。
）
世
界
、
時
間
よ
り
見
た
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に
見
ら
れ
る
思
想
家
が
仏
典
等
他
の
文
献
に
伝
わ
る
人
々
と
同
一

人
物
で
あ
る
か
に
つ
い
て
は
、
一
部
を
除
い
て
確
認
さ
れ
て
い
な

い
。

し
か
し
な
が
ら
、
詳
細
な
研
究
の
必
要
は
承
知
の
上
で
敢
え
て

注
意
を
喚
起
し
た
い
の
は
、
実
体
以
下
四
種
の
視
点
に
よ
り
相
対

的
に
判
断
す
る
方
法
が
、
房
尋
冒
の
ミ
ミ
ミ
に
描
か
れ
た
四
十
五
の

思
想
の
う
ち
、
主
と
し
て
先
の
四
者
の
説
に
見
ら
れ
る
と
い
う
点

で
あ
る
。
こ
の
四
種
の
観
点
か
ら
見
る
判
断
形
式
が
、
歸
琴
冒
鼠
‐

旨
曽
の
中
で
、
非
バ
ラ
モ
ン
系
統
に
あ
っ
て
物
事
の
絶
対
性
を

否
定
す
る
立
場
の
思
想
家
の
主
張
に
共
通
し
て
現
れ
る
こ
と
は
、

単
な
る
偶
然
と
し
て
済
ま
す
わ
け
に
は
い
か
な
い
だ
ろ
う
。
平
行

句
ば
か
り
で
な
く
、
他
の
記
述
も
含
め
て
検
討
を
加
え
る
必
要
は

あ
ろ
う
が
、
相
対
論
を
主
張
す
る
ジ
ャ
イ
ナ
教
の
立
場
に
相
通
ず

る
も
の
を
仏
陀
の
無
記
説
や
サ
ン
ジ
ャ
ャ
の
思
想
に
見
出
し
て
い

た
房
尋
冒
堕
ご
ミ
ミ
の
編
者
が
、
ジ
ャ
イ
ナ
教
の
判
断
形
式
を
彼

ら
の
主
張
に
帰
し
て
示
し
た
と
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。
仏
弟

子
、
サ
ン
ジ
ャ
ャ
と
い
っ
た
言
わ
ば
外
教
の
指
導
者
の
名
前
を
敢

え
て
冠
す
る
こ
と
は
、
ジ
ャ
イ
ナ
教
布
教
の
た
め
の
ひ
と
つ
の
手

段
で
あ
っ
た
と
捉
え
る
と
し
て
も
、
あ
な
が
ち
過
ぎ
た
解
釈
で
は

な
い
と
思
わ
れ
る
。

以
上
は
安
易
な
推
測
の
域
を
出
る
も
の
で
は
な
い
が
、
房
尋
言
‐

め
ミ
ミ
ミ
に
現
れ
る
思
想
家
の
名
前
と
思
想
内
容
と
の
関
連
は
、
全

く
根
拠
の
な
い
も
の
と
し
て
忌
避
す
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
。
雪
‐

冨
爵
ミ
ミ
ミ
の
編
者
が
、
サ
ン
ジ
ャ
ヤ
や
仏
教
の
思
想
の
中
に
も

ジ
ャ
イ
ナ
教
の
相
対
的
な
考
察
方
法
に
通
ず
る
思
潮
を
見
出
し
て

い
た
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
。

註①
こ
の
死
後
の
存
在
を
問
う
定
型
句
の
冨
昏
摺
四
菌
の
意
味
用
法

に
つ
い
て
は
定
説
を
見
な
い
た
め
、
今
は
原
語
の
ま
ま
記
す
。
拙
稿

「
サ
ン
ジ
ャ
ヤ
説
の
冨
昏
凋
砂
菌
考
」
（
『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』

兜
１
１
、
ご
＄
）
、
「
続
サ
ン
ジ
ャ
ヤ
説
の
曾
昏
樹
餌
菌
考
」
（
「
同
』

伽
１
２
、
后
麗
）
、
「
サ
ン
ジ
ャ
ヤ
説
の
苗
昏
凋
旦
口
考
Ⅲ
」
（
「
同
』

４
１
２
、
后
呂
）
参
照
。

②
ｂ
ｚ
．
ぐ
昌
自
』
層
．
］
認
‐
］
窓
．

③
石
上
善
応
「
パ
リ
バ
ー
ジ
ャ
カ
に
つ
い
て
」
（
「
三
康
文
化
研
究
所

年
報
」
第
４
．
５
号
合
併
号
、
己
己
・
乞
忌
）
、
同
「
無
記
説
と
パ

リ
バ
ー
ジ
ャ
カ
」
『
佐
藤
博
士
古
稀
記
念
佛
教
思
想
論
叢
』
、
山
喜

房
仏
書
林
、
弓
忌
』
垣
塑
凍
）
参
照
。

④
本
論
は
、
拙
稿
「
仏
教
興
起
時
代
の
思
想
家
と
形
而
上
学
的
課
題

ｌ
サ
ン
ジ
ャ
ャ
、
仏
教
、
ジ
ャ
イ
ナ
教
を
比
較
し
て
ｌ
」
（
『
大
谷
大

学
大
学
院
研
究
紀
要
」
第
７
号
、
ご
ｇ
）
を
基
に
、
さ
ら
に
考
察
を

展
開
す
る
も
の
で
あ
る
。

⑤
ｂ
ｚ
，
ぐ
巳
自
》
や
認
．

⑤
ｂ
ｚ
，
ぐ
旦
自
》
弓
胃
．

⑦
ｂ
ｚ
・
く
巳
自
》
己
謬
．
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③
ロ
ミ
．
ぐ
巳
．
旨
》
固
曽
Ｐ

⑨
ミ
ミ
．
ぐ
巳
自
．
や
き
画
①
ざ
．

⑩
十
無
記
で
問
わ
れ
る
課
題
と
サ
ン
ジ
ャ
ャ
や
ア
ジ
タ
説
で
問
わ
れ

る
課
題
と
は
、
次
元
が
異
な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
拙
稿
「
無
記

説
等
に
現
れ
る
諸
課
題
に
つ
い
て
」
（
「
宗
教
研
究
』
師
１
４
、
邑
罵
）

弓
皀
歸
ｌ
己
ｅ
、
雲
井
昭
善
『
仏
教
興
起
時
代
の
思
想
研
究
』
（
平
楽

寺
書
店
、
后
雪
）
弓
．
喝
？
醇
司
参
照
。
な
お
、
ア
ジ
タ
説
等
で
問

わ
れ
る
十
種
の
課
題
は
８
，
輿
く
ゆ
芽
冒
圃
目
８
圃
昌
茸
冒
（
十
事
邪

見
）
、
十
無
記
で
問
わ
れ
る
課
題
は
８
８
ぐ
胃
９
口
圃
四
昇
紺
魍
冒
罰

巳
＃
言
（
十
事
辺
見
）
と
呼
ば
れ
て
、
厭
い
退
け
ら
れ
る
（
旨
富
勺
胃
蔚

胃
四
目
目
》
ロ
念
．
『
南
伝
大
蔵
経
』
第
四
十
二
巻
、
や
沼
参
照
）
。

⑪
巴
声
ぐ
巳
．
ロ
』
層
．
侭
や
唾
鬮
①
甘
．

⑫
菅
冒
邑
‐
長
き
ミ
‐
の
ミ
鴎
や
胃
・
や
合
Ｐ
引
き
続
き
霊
魂
含
ぐ
ゅ
）
の

常
住
・
無
常
に
つ
い
て
説
か
れ
る
。

⑬
、
厚
ミ
ト
ム
ゞ
弓
．
篭
ｌ
駕
・
引
き
続
き
霊
魂
言
ぐ
ゅ
）
、
成
就
宮
目
宮
）
、

成
就
者
（
笛
目
冒
）
の
有
限
・
無
限
に
つ
い
て
説
か
れ
る
。

⑭
昌
爾
①
園
に
関
す
る
研
究
と
し
て
は
、
Ｆ
，
ど
ａ
ｏ
篦
』
ご
尋
鷺
曾
１

世
、
§
ご
Ｓ
ｏ
ｏ
富
、
琴
へ
蚤
ご
悪
ご
め
、
琴
。
冒
魚
意
』
祷
罫
Ｃ
ａ
具
○
ｍ
廷
食
ご
亀
詞
の

騨
零
員
詩
富
ン
舅
①
：
画
号
ロ
》
患
置
』
や
画
雪
陣
薫
国
抄
口
切
昼
丘
閏
切
ロ
秒
芹
》

弓
意
。
§
ざ
ミ
。
昌
・
ご
爵
鷺
、
圏
・
・
留
置
鳥
鴎
営
、
貝
｝
畠
口
冨
涛
旦
吾
吻

（
冒
号
ご
電
邑
句
ミ
ミ
雪
§
②
房
、
国
色
ロ
ロ
ヨ
、
Ｆ
①
昼
①
Ｐ
忌
詞
が
あ
る
・

後
者
は
、
文
献
に
現
れ
る
凰
厨
。
温
の
種
灸
の
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
を
整
理
検
討
し
た
も
の
で
あ
る
。

⑮
宇
野
惇
「
ジ
ャ
イ
ナ
教
哲
学
の
展
開
」
（
岩
波
講
座
・
東
洋
思
想

第
五
巻
『
イ
ン
ド
思
想
Ｉ
』
、
岩
波
書
店
、
忌
龍
』
や
窟
）
、
谷
川
泰

教
「
原
始
ジ
ャ
イ
ナ
教
」
（
同
、
や
篭
）
、
同
口
笛
ｇ
爵
ご
箇
昌
第

９
章
の
研
究
」
（
「
高
野
山
大
学
論
叢
」
第
鴎
巻
、
ご
舘
々
勺
巴
）
参

昭
硲

⑯
菅
営
急
‐
員
ミ
》
ミ
‐
馬
ミ
い
や
醇
己
豊
酌

⑰
こ
れ
に
つ
い
て
嵐
．
Ｚ
．
］
畠
鼻
昌
①
言
は
、
あ
る
点
か
ら
み
れ
ば

我
は
身
体
と
同
一
で
あ
り
、
別
の
観
点
か
ら
み
れ
ば
我
は
身
体
と
異

な
っ
て
い
る
と
い
う
意
味
に
解
釈
し
て
い
る
負
．
Ｚ
．
］
昌
鼻
皀
禺
の
，

画
ミ
雪
国
員
§
営
司
意
○
ミ
ミ
ぎ
さ
昌
鼠
鷺
．
ロ
⑦
旨
》
邑
困
ゞ
や

得
つ
心
）
ｏ

⑬
蒼
雪
ｓ
‐
鍔
昌
菖
‐
唖
ミ
鴎
吟
と
ゞ
や
震
．

⑲
以
上
の
ジ
ャ
イ
ナ
教
の
考
察
法
に
つ
い
て
は
、
中
村
元
『
思
想
の

自
由
と
ジ
ャ
イ
ナ
教
」
（
「
中
村
元
選
集
［
決
定
版
こ
第
皿
巻
、
春

秋
社
、
己
巴
）
弓
虐
器
と
ｇ
に
触
れ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
切
目
巳

属
国
の
旨
騨
巨
島
巨
・
曽
輔
目
ミ
電
ミ
、
萱
言
§
ご
旦
曹
§
の
ミ

（
』
富
い
ざ
ミ
Ｓ
‐
喧
昌
Ｓ
》
い
、
ｂ
・
恕
鼠
鴎
ご
》
シ
岸
肖
日
＆
ゆ
ず
四
ｇ
ご
蟹
で

は
、
ジ
ャ
イ
ナ
教
の
相
対
論
に
つ
い
て
、
仏
教
の
無
記
説
や
サ
ン
ジ

ャ
ャ
の
懐
疑
論
と
の
比
較
の
上
で
詳
し
く
論
じ
て
い
る
。

⑳
無
記
説
に
お
け
る
矛
盾
し
た
概
念
が
同
置
す
る
命
題
は
、
漢
訳
仏

典
に
は
見
ら
れ
る
（
大
正
蔵
、
第
一
巻
、
や
巨
冨
の
ざ
・
）
・

＠
ｓ
、
や
＄
．

＠
④
閃
色
目
烏
鳥
目
四
コ
の
記
す
と
こ
ろ
で
は
、
ジ
ャ
イ
ナ
教
徒
は
、

こ
の
象
と
盲
人
の
話
を
好
ん
で
用
い
る
と
い
う
（
い
罰
且
冨
胃
』
‐

の
胃
ｍ
ロ
』
冒
畠
倉
罵
、
ミ
。
の
§
ご
》
ぐ
巳
自
も
．
ざ
ら
。
ま
た
、
こ
れ
を

受
け
て
嵐
．
Ｚ
．
］
畠
鼻
皀
①
可
は
、
仏
教
文
献
に
お
け
る
こ
の
象
と

盲
人
の
嶮
え
は
、
ジ
ャ
イ
ナ
教
に
そ
の
起
源
が
あ
る
と
考
え
て
い
る

（
嵐
・
Ｚ
．
］
煙
く
胃
昌
⑦
岸
①
》
Ｃ
う
・
鼻
》
や
閨
ｅ
・

⑳
中
村
元
前
掲
書
、
や
』
患
参
照
。
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②
く
め
．
⑦
冒
蔚
》
響
冒
、
》
昏
蔑
言
の
ミ
望
菖
冒
吻
尽
偽
》
こ
き
営

曽
ご
患
昌
層
詩
ミ
ミ
謹
罵
ゞ
閂
意
冒
忌
国
碧
警
畠
管
園
こ
》
ご
巳
．
〆
旧
目
．

』
や
］
い
む
。
・
画
、
］
．

⑳
谷
川
泰
教
氏
は
、
濠
等
言
い
ミ
ミ
雷
に
つ
い
て
は
、
教
義
の
体
系

化
が
進
展
し
た
時
代
の
影
響
が
見
ら
れ
る
と
し
、
こ
れ
を
古
層
聖

典
と
す
る
従
来
の
考
え
方
に
対
し
て
否
定
的
な
見
解
を
示
し
て
い
る

（
前
掲
口
の
ぎ
目
田
圃
目
第
９
章
の
研
究
」
、
ワ
腿
．
参
照
）
。

⑳
弓
巴
目
①
Ｈ
の
呂
号
凰
侭
８
・
息
息
言
畠
ミ
ミ
』
Ｆ
ｂ
，
牌
ミ
吻
急
、

鴎
医
ｇ
８
ｐ
ず
い
Ｑ
岳
謹
．
や
震
．
郡
爵
琴
言
い
ミ
ミ
雷
に
お
け
る
の
騨
昌
‐

冒
詐
ｐ
の
説
に
つ
い
て
は
、
中
村
元
『
原
始
仏
教
の
成
立
」
（
「
中
村

元
選
集
［
決
定
版
こ
第
皿
巻
、
春
秋
社
、
喧
罵
）
、
や
鹿
『
Ｆ
谷
川

泰
教
冒
の
号
園
、
ご
凹
日
第
犯
章
の
研
究
１
国
ｇ
閑
ご
巴
日
研
究
Ⅱ
ｌ
」

（
『
高
野
山
大
学
論
叢
』
第
郡
巻
、
岳
巴
）
等
の
研
究
が
あ
る
。
こ
こ

で
中
村
博
士
は
、
房
等
言
い
ミ
ミ
ミ
に
お
け
る
段
威
噌
芹
四
は
、
仏

弟
子
の
サ
ー
リ
プ
ッ
タ
に
比
定
し
得
る
と
し
て
い
る
。
一
方
谷
川
氏

は
、
房
《
ｇ
爵
曾
ミ
ミ
の
の
弾
君
昇
国
を
の
い
炭
営
９
戸
茸
四
国
ロ
Ｑ
Ｑ
ｐ
Ｐ

（
釈
迦
牟
尼
仏
）
と
考
え
、
そ
の
所
説
は
ジ
ャ
イ
ナ
教
思
想
の
宣
布
を

目
的
と
し
た
も
の
で
、
ジ
ャ
イ
ナ
教
に
よ
る
仏
教
批
判
の
文
脈
で
読

み
得
る
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
。

⑰
忌
鳶
・
』
や
ｇ
・
》
冒
さ
爵
曾
昌
雷
に
お
け
る
旨
い
鼠
圃
思
く
い
の
説

に
つ
い
て
は
、
高
木
詐
元
「
「
聖
仙
の
語
録
』
雑
孜
」
（
「
奥
田
慈
應

先
生
喜
寿
記
念
仏
教
思
想
論
集
』
、
平
楽
寺
書
店
、
己
認
．
や
巨
忌

院
）
、
谷
川
泰
教
「
辰
旨
罰
の
ご
巴
昌
第
９
章
の
研
究
」
（
前
掲
）
、

同
口
い
ぎ
目
巴
制
目
第
９
章
の
研
究
（
Ⅱ
）
１
国
ｇ
爵
ご
巴
召
研

究
Ⅲ
ｌ
」
（
「
密
教
文
化
」
第
州
号
、
ｓ
臼
）
等
の
研
究
が
あ
る
。
こ

れ
ら
の
研
究
で
は
、
冒
喜
爵
曾
冒
量
の
旨
四
目
園
の
煙
く
②
の
所
説
は

ジ
ャ
イ
ナ
教
特
有
の
術
語
や
ジ
ャ
イ
ナ
教
的
な
思
想
が
顕
著
に
認
め

ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

⑳
サ
ン
ジ
ャ
ャ
は
サ
ー
リ
プ
ッ
タ
の
先
師
と
さ
れ
る
（
国
富
．
ぐ
昌
自
》

弓
．
忠
‐
念
）
。
サ
ー
リ
プ
ッ
タ
の
帰
仏
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
高
木

詐
元
「
舎
利
弗
の
帰
仏
に
関
す
る
一
、
二
の
問
題
」
（
『
伊
藤
真
城
・

田
中
順
照
両
教
授
頌
徳
記
念
仏
教
学
論
文
集
』
、
東
方
出
版
、
后
君
・

や
こ
い
魚
・
）
参
照
。

⑳
弓
巴
昏
①
Ｈ
ｍ
ｇ
ｇ
嵐
掲
＆
．
．
§
．
§
こ
回
麗
・
一
冒
罫
爵
ミ
ミ
ミ

に
お
け
る
留
且
四
四
の
説
に
関
す
る
研
究
に
は
、
中
村
元
『
思
想
の

自
由
と
ジ
ャ
イ
ナ
教
』
（
前
掲
）
層
虐
亀
山
＄
が
あ
る
。

⑳
思
員
・
》
や
急
・
菖
息
言
の
曇
ミ
ミ
に
お
け
る
吋
開
色
の
説
に
関
す
る

研
究
に
は
、
中
村
元
「
思
想
の
自
由
と
ジ
ャ
イ
ナ
教
』
（
前
掲
）
弓
．

］
認
山
ｇ
』
高
木
詐
元
前
掲
論
文
（
前
掲
害
、
や
旨
＄
陣
）
が
あ
る
。

③
註
⑳
参
照
。
中
村
元
博
士
は
、
房
等
言
い
曾
ミ
雷
は
、
ジ
ャ
ィ
ナ

教
と
緊
密
な
関
係
に
あ
る
修
行
者
グ
ル
ｉ
プ
に
よ
っ
て
編
墓
さ
れ
、

ジ
ャ
イ
ナ
教
徒
に
よ
っ
て
後
代
に
伝
え
ら
れ
た
と
考
え
る
（
前
掲

『
思
想
の
自
由
と
ジ
ャ
イ
ナ
教
』
、
や
匡
ご
・

【
略
号
】

ｂ
ｚ
．
ｂ
侭
言
‐
ミ
言
堂
承
房
等
蚤

岑
亀
穐
く
。
』
亀
急
ぎ
『
琴
《
や
ご
亀
ｌ
『
亀
守
割
建
白
』
閏
塞
．

ｍ
』
く
。
、
亀
一
宮
建
震
就
色
ｌ
富
一
計
詞
廷
画
【
罰
。

『
叙
邑
．
弓
釦
言
承
建
争
弓
理
登
．

大
正
蔵
抑
大
正
新
脩
大
蔵
経

＊
パ
ー
リ
仏
典
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
は
、
甸
昌

出
版
さ
れ
た
も
の
を
使
用
し
た
。

憎
い
《
守
琴
詞
亀
ミ
ョ
署
惠

４
、
■

』
｛
宮
尋
割
ム
ョ
ョ
ａ
、
の
Ｓ

〔
罰
ミ
ミ

ー
釦
ミ
ヨ
》
ｓ
も
色
葛
葛
争
耳
言

０
、
卜
、
。

目
角
風
の
月
尉
ｑ
か
ら
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